
   

第２章 調査結果 

 

 

２－８． 被害と加害者との関連 

被害と加害者との関連として、被害の特徴と加害者属性との関連、加害者属性と被害者行動との関連、

加害者属性と被害状況との関連等について分析する。 

なお、分析に際しては、加害者を、「家族」（父、母、継父、継母、兄弟姉妹、子、祖父母）、「配偶者・

交際相手」（配偶者（事実婚・パートナーを含む）、元配偶者（事実婚・パートナーを解消した方を含む）、

交際相手、元交際相手）、「知人、友人、職場・学校の関係者」（職場、アルバイト先の関係者、通ってい

た学校の関係者（上司、同僚、部下、取引先の相手、学校の教員など）、知人、友人、SNS で出会った人）、

「知らない人・わからない人」（全く無関係の人、知らない人、わからない）、「その他」（図表７-２注の

再掲）に分類した。 

 

（１）被害の特徴と加害者属性との関連 

ア．犯罪被害類型と加害者属性 

加害者属性について、犯罪被害類型別にみると、交通事故、財産被害では「知らない人・わからない人」

（それぞれ 95.2％、77.7％）、配偶者暴力では「配偶者・交際相手」（89.5％）、児童虐待では「家族」（87.2％）

との回答比率が大半を占めている。ストーカーでは「知人、友人、職場・学校の関係者」（44.0％）との

回答比率が最も高く、次いで「知らない人・わからない人」（29.6％）、「配偶者・交際相手」（22.4％）と

なっている。性的な被害では「知らない人・わからない人」（76.5％）との回答比率が最も高く、「知人、

友人、職場・学校の関係者」（16.0％）も一定数みられる。暴力被害では「知らない人・わからない人」

（43.1％）、「配偶者・交際相手」（17.4％）、「家族」「知人、友人、職場・学校の関係者」（それぞれ 14.7％）

等、加害者構成が多様となっている（図表８-１）。 
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２－８．被害と加害者との関連 

図表 ８-１ 犯罪被害類型別、加害者属性【SC1/SC3、Q3】 

 

 

【参考】性的な被害、交通事故、暴力被害の更なる内訳 

 

 

15.6%

6.5%

2.6%

1.6%

87.2%

2.5%

14.7%

18.7%

2.2%

89.5%

22.4%

0.8%

17.4%

13.7%

10.8%

1.8%

44.0%

1.8%

16.0%

2.9%

14.7%

48.1%

77.7%

4.4%

29.6%

6.4%

76.5%

95.2%

43.1%

3.9%

2.9%

1.8%

2.4%

4.6%

4.2%

1.9%

10.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犯罪被害者等（819）

財産被害（139）

配偶者暴力（114）

ストーカー行為等（125）

児童虐待（109）

性的な被害（119）

交通事故（104）

暴力被害（109）

家族 配偶者・交際相手

知人、友人、職場・学校の関係者 知らない人・わからない人

その他

10.3%

12.5%

30.8%

3.4%

19.8%

5.6%

48.3%

2.1%

12.5%

15.6%

7.7%

91.1%

31.0%

96.9%

75.0%

44.8%

30.8%

3.3%

6.9%

1.0%

12.5%

7.3%

30.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性的な被害（痴漢等）（90）

性的な被害（無理矢理性交）（29）

交通事故（けが）（96）

交通事故（死亡）（8）

暴力被害（けが）（13）

暴力被害（死亡）（96）

家族 配偶者・交際相手

知人、友人、職場・学校の関係者 知らない人・わからない人

その他
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イ．被害の継続期間と加害者属性 

加害者属性について、被害の継続期間別にみると、配偶者暴力、児童虐待では、加害者が「家族」であ

る場合に被害が長期化している（図表８-２＜配偶者暴力、児童虐待＞）。財産被害、ストーカー、性的な

被害、交通事故、暴力被害については、図表８-２＜財産被害、ストーカー、性的な被害、交通事故、暴

力被害＞のとおり。 

図表 ８-２ 被害の継続期間別、加害者属性【Q5、Q3】 

＜配偶者暴力、児童虐待＞ 

 

 

＜財産被害、ストーカー、性的な被害、交通事故、暴力被害＞ 

  

15.4%

38.5%

42.9%

54.2%

56.3%

22.2%

64.1%

46.2%

52.4%

39.6%

37.5%

55.6%

7.7%

11.1%

10.3%

3.8%
4.8%

4.2%

3.8%

11.1%

2.6%

11.5%

2.1%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年未満（39）

１年以上３年未満（26）

３年以上５年未満（21）

５年以上10年未満（48）

10年以上（80）

その他（9）

家族 配偶者・交際相手 知人、友人、職場・学校の関係者 知らない人・わからない人 その他

3.2%

15.0%

4.7%

2.5%

13.3%

12.5%

1.6%

10.0%

2.3%

23.5%

23.1%

16.7%

9.2%

25.0%

25.6%

19.8%

48.7%

27.8%

37.5%

81.0%

45.0%

62.8%

54.3%

28.2%

36.7%

37.5%

5.1%

5.0%

4.7%

5.6%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１回限り（315）

１週間未満（20）

１週間以上１か月未満（43）

１か月以上半年未満（81）

半年以上１年未満（39）

１年以上（90）

その他（8）

家族 配偶者・交際相手 知人、友人、職場・学校の関係者 知らない人・わからない人 その他

108



 

２－８．被害と加害者との関連 

（２）加害者属性と被害者行動との関連 

ア．加害者属性と警察への通報状況 

警察への通報状況について、加害者属性別にみると、警察へ通報した（「あなたが通報した」と「あな

た以外の人が通報した」の和）との回答比率（＝警察への通報率）は、加害者が「家族」（15.6％）の場合

に最も低く、次いで「知人、友人、職場・学校の関係者」（23.3％）、「配偶者・交際相手」（24.1％）、「知

らない人・わからない人」（53.0％）となっている（図表８-３）。 

図表 ８-３ 加害者属性別、警察への通報の有無【Q3、SC4】 

 

 

イ．加害者属性と相談状況 

相談状況について、加害者属性別にみると、「家族」の場合に「相談経験なし」（72.7％）との回答比率

が最も高くなっている（図表８-４）。 

相談した相手については、加害者が「知人、友人、職場・学校の関係者」、「配偶者・交際相手」、「家族」

の場合には「母」（それぞれ 22.3％、20.3％、10.9%）、「知らない人・わからない人」の場合には「警察」

（20.6％）が最も高くなっている（図表８-５）。 

警察に通報・相談しなかった理由については、加害者が「家族」の場合には「低年齢であったため、相

談することを思い至らなかった」（76.6％）、「配偶者・交際相手」の場合には「どうせとりあってもらえ

ないと思ったから」（37.4％）、「知人、友人、職場・学校の関係者」「知らない人・わからない人」の場合

には「警察に相談するほどの被害ではないと思ったから」（それぞれ 34.9％、34.3％）との回答比率が最

も高くなっている（図表８-６）。 

どこにも（誰にも）相談しなかった理由としては、加害者が「家族」の場合には「低年齢であったため、

相談することを思い至らなかった」（64.5％）、「配偶者・交際相手」の場合には「どこに相談すればよい

かわからなかった」「相談するほどのことではないと思った」（それぞれ 32.9％）、「知人、友人、職場・学

8.6%

17.6%

17.0%

26.9%

9.4%

7.0%

6.5%

6.3%

26.1%

21.9%

83.6%

74.5%

75.0%

41.6%

65.6%

0.8%

1.3%

1.8%

5.3%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族（128）

配偶者・交際相手（153）

知人、友人、職場・学校の関係者（112）

知らない人・わからない人（394）

その他（32）

あなたが通報した

あなた以外の人（家族、第三者、加害者など）が通報した

警察には通報しなかった

通報したかどうか覚えていない・わからない
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校の関係者」の場合には「他人に知られたくなかった」「おおごとにしたくなかった」（同 26.8％）、「知ら

ない人・わからない人」の場合には「相談するほどのことではないと思った」（23.9％）との回答比率が

最も高くなっている（図表８-７）。 

図表 ８-４ 加害者属性別、相談経験の有無【Q3、SC5】 

 

 

図表 ８-５ 加害者属性別、初めて被害にあった際の相談相手・機関（複数回答）【Q3、SC5】 

 

27.3%

54.2%

63.4%

64.0%

50.0%

72.7%

45.8%

36.6%

36.0%

50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族（128）

配偶者・交際相手（153）

知人、友人、職場・学校の関係者（112）

知らない人・わからない人（394）

その他（32）

相談経験あり 相談経験なし
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２－８．被害と加害者との関連 

図表 ８-６ 加害者属性別、警察に相談しなかった理由（複数回答）【Q3、Q8】 

 

※対象：SC４（警察に通報したか）で「警察には通報しなかった」「通報したかどうか覚えていない・

わからない」と回答し、かつ SC５（相談した相手・機関）で「警察」と回答しなかった方（511 人）

のみ。 

 

図表 ８-７ 加害者属性別、どこにも（誰にも）相談しなかった理由（複数回答）【Q3、Q11】 

 

※対象：SC５（相談した相手・機関）で「どこにも（誰にも）相談していない」と回答した方（362 

人）のみ。 
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（３）加害者属性と被害状況との関連 

ア．加害者属性と身体上の問題と事件との関連 

身体上の問題と事件との関連について、加害者属性別にみると、「身体上の問題と事件が関連している

と思う」（「事件がある程度関係している」と「事件が大いに関係している」の和）との回答比率は、加害

者が「知人、友人、職場・学校の関係者」（50.0％）の場合に最も高く、次いで「配偶者・交際相手」（44.8％）

となっている（図表８-８）。 

図表 ８-８ 加害者属性別、身体上の問題と事件との関連【Q3、Q29】 

 

※対象：Q28（身体上の問題を感じたか）で「感じた」と回答した方（274 人）のみ。 

  

34.7%

37.9%

30.6%

44.2%

36.4%

10.2%

3.4%

5.6%

6.7%

9.1%

26.5%

13.8%

13.9%

19.2%

18.2%

16.3%

27.6%

27.8%

11.7%

18.2%

12.2%

17.2%

22.2%

18.3%

18.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族（49）

配偶者・交際相手（58）

知人、友人、職場・学校の関係者（36）

知らない人・わからない人（120）

その他（11）

事件は全く関係していない 事件はあまり関係していない

どちらともいえない 事件がある程度関係している

事件が大いに関係している
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２－８．被害と加害者との関連 

イ．加害者属性と精神的な問題と事件との関連 

精神的な問題と事件との関連について、加害者属性別にみると、「精神的な問題と事件が関連している

と思う」（「事件がある程度関係している」と「事件が大いに関係している」の和）との回答比率は、加害

者が「知人、友人、職場・学校の関係者」（60.9％）の場合に最も高くなっている（図表８-９）。 

また、仕事や日常生活が行えなかった日数については、加害者が「家族」、「配偶者・交際相手」、「知人、

友人、職場・学校の関係者」の場合に長くなっている（図表８-１０）。 

図表 ８-９ 加害者属性別、精神的な問題と事件との関連【Q3、Q32】 

 

※対象：Q31（精神的な問題を感じたか）で「感じた」と回答した方（318 人）のみ。 

 

図表 ８-１０ 加害者属性別、日常生活が行えなかった日数【Q3、Q35】 
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6.6%

4.3%

6.7%

21.0%

15.8%

8.7%

17.5%

14.3%

32.3%

32.9%

32.6%

15.8%

21.4%

22.6%

21.1%

28.3%

23.3%

28.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族（62）

配偶者・交際相手（76）

知人、友人、職場・学校の関係者（46）

知らない人・わからない人（120）

その他（14）

事件は全く関係していない 事件はあまり関係していない

どちらともいえない 事件がある程度関係している

事件が大いに関係している

53.1%

47.1%

51.8%

70.6%

50.0%

20.3%

26.8%

19.6%

15.0%

18.8%

3.1%

9.8%

6.3%

4.8%
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7.8%

14.3%

5.6%

9.4%

17.2%

8.5%

8.0%

4.1%

15.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族（128）

配偶者・交際相手（153）

知人、友人、職場・学校の関係者（112）

知らない人・わからない人（394）

その他（32）

0日 1～10日 11～30日 31～100日 101日以上
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ウ．加害者属性と被害からの回復状況 

被害からの回復度について、加害者属性別にみると、半分以上回復した（「５～６割程度回復した」と

「７～８割程度回復した」と「９～10 割程度回復した」の和）との回答比率は、加害者が「知らない人・

わからない人」（93.7％）の場合に最も高く、次いで「配偶者・交際相手」（83.1％）、「知人、友人、職場・

学校の関係者等」（79.5％）となっており、「家族」（62.6％）の場合が最も低い（図表８-１１）。 

図表 ８-１１ 加害者属性別、被害からの回復度【Q3、Q53】 

 

 

27.3%

9.2%
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24.1%
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16.1%
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21.1%

28.8%

39.3%

64.5%

37.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族（128）

配偶者・交際相手（153）

知人、友人、職場・学校の関係者（112）

知らない人・わからない人（394）

その他（32）

0～2割程度回復した 3～4割程度回復した 5～6割程度回復した

7～8割程度回復した 9～10割程度回復した
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